
 

令和 8 年度（2026 年度）第 1 回公立大学法人熊本県立大学経営会議 

議  事  録 

 

１ 日 時：令和 8 年（2026 年）6 月 25 日（木）午後 2 時～午後 3 時 29 分 

場 所：公立大学法人熊本県立大学大会議室＋オンライン 

出 席：委員（理事長）     黒田 忠広 

委員（副理事長（学長））堤 裕昭 

委員（理事（事務局長））加藤 栄一 

委員（理事）      櫻井 一郎（オンライン） 

委員          田中 稔彦（オンライン） 

委員          永田 佳子（オンライン） 

委員          松岡 隼人（オンライン） 

委員          三藤 由美 

理事（副学長）     山田 俊 ＊オブザーバー 

監事          吉川 榮一（オンライン） 

監事          本田 悟士（オンライン）  

事務局：久保田事務局次長（兼企画調整室長）、堀口教務入試課長、松崎学

生支援課長、桑原総務課長､福島図書館事務長､山下地域・研究連携

センター事務長、木村デジタルイノベーション推進センター事務長、

平松国際教育交流センター事務長､木山新学部設置準備室長、小川監

査室長、宮部総務課総務班長､筧総務課財務班長､福屋総務課財務班

主任主事、太田総務課総務班参事、松尾企画調整室参事 

 

２ 開会（進行：久保田事務局次長） 

   

３ 理事長あいさつ 

   

４ 議題（議長：黒田理事長） 

（１）審議事項 

①半導体学部（仮称）に係る令和 8 年度（2026 年度）の特任教授・特任准教

授の任用について 

 事務局から、資料 1 に基づき、令和 9 年度の半導体学部（仮称）開設に向

けた様々な準備に取り組む教員として、特任教授 1 名と特任准教授 2 名を任

用したいとの説明があった。 

 審議の結果、案のとおり承認された。 

 

②第 4 期中期計画・令和 7 年度計画に関する自己点検・評価（案）等について 

事務局から、資料 2 に基づき、中期計画・年度計画に関する自己点検・評

価(案)等について、説明があった。全 45 項目中、S～C の 4 段階評価で S 評

価が 1 項目、A 評価が 42 項目、B 評価が 2 項目であり、ほぼ順調に業務を実

施できたと総括された。S 評価の 1 項目は、他大学・研究機関等と連携した

共同研究・受託研究の件数が 55 件となり、評価指標「32 件以上」を上回っ

たこと、B 評価の 2 項目は、①3－4 年次学生の指標「TOEFL® 550 点以上 20%」

のところ、達成率は、3 年生 14％、4 年生 19％となり、評価指標に届いてい



 

ないこと、②職員１人当たり平均時間外勤務時間は、約 27.6 時間／月とな

り、評価指標の第 3 期中期目標期間平均（約 20.7 時間／月）比 5％減を達

成できなかったことによるものであることが説明された。 

 審議の結果、案のとおり承認された。 

 

③認証評価結果（令和 4 年度受審）に対する「改善報告書」の提出について 

事務局から、資料 3 に基づき、認証評価において改善課題とされた事項（環

境共生学研究科博士前期課程、及びアドミニストレーション研究科博士前期

課程・後期課程において収容定員に対する在籍学生数比率が低いこと）に係

る「改善報告書」（案）について説明があった。 

審議の結果、案のとおり承認された。 

 

④教員採用に係る枠取りについて 

学長から、資料 4 に基づき、次の 1 件について、令和 9 年 4 月 1 日採用予

定として枠取りを行いたいとの説明があった。 

・栄養運動生理学（環境共生学部） 

審議の結果、案のとおり承認された。 

 

⑤令和 7 年度決算について 

事務局から、資料 5 に基づき、令和 7 年度決算について、貸借対照表、損

益計算書、キャッシュ・フロー計算書、利益の処分に関する書類(案)等によ

り説明があった。 

損益計算書における当期総利益は、前年度より 1 億 19 百万円増の 1 億 3

百万円となり、地方独立行政法人法第 40 条第 1 項及び第 3 項の規定に基づ

き、当期総利益のうち 1 億 1 百万円は積立金として整理し、2 百万円は教育

研究等環境整備目的積立金として積み立てることについて、県に承認を求め

ること等の説明があった。 

続いて、吉川監事から独立監査人の監査報告書、及び監査報告について説

明があった。 

審議の結果、案のとおり承認された。 

 

（２）報告事項 

①令和 9年度入学者選抜の実施方針について 

事務局から、資料 6に基づき、学部入試、大学院入試の方法、募集人員、入試広

報の内容、年間スケジュール等について報告があった。 

 
［質疑］ 
（堤委員）「入学定員及び選抜区分ごとの募集人員」の表について、特別選抜

の「くまもと夢実現」の枠に、半導体学部（仮称）も含まれている。
新学部の設置認可申請に対する審査意見において指摘があり、半導
体学部（仮称）は、「くまもと夢実現」の対象外とすることとした。 

（事務局）資料を修正する。 

 

②令和 8年度入学者の状況について 

事務局から、資料 7に基づき、学部入学者の内訳、大学院入学者の内訳について

報告があった。 



 

③令和 7年度（令和 8年 3月卒）の就職等決定状況について 

事務局から、資料 8に基づき、就職決定状況や就職率について報告があった。 

 

④熊本県立大学未来基金令和 7年度(2025年度)収支状況等について 

事務局から、資料 9に基づき、熊本県立大学未来基金の収入・支出の状況、事業

実施状況等について報告があった。 

 

５ その他 

○次回経営会議は、令和 8年(2026年)10 月 14日（水）午後 2 時開始予定であること

を確認した。 

 

６ 閉会 

 

以 上 


